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はじめに

ロールモデル（以下、ＲＭ）の存在は、専門職業人としての成長発達を促し職業的社会化を形成す

る上で重要であり’)、勤務助産師は業務を遂行する日々においてＲＭの在りようを模範的姿として捉

えていると言われている２)。また、専門職としてその知識や技能を熟達していくためには経験を重ね

ることが必要であることから３)､専門性の高い助産師が職業を継続することの意義は大きいと言える。

しかし近年の「病院看護職員の需給状況調査」4,5）によれば、病院勤務看護職の離職率は１９９４年度で

9.9％、１９９８年度では１０９％、２００１年度では116％、２００３年度でも改善は見られず上昇傾向を示し

ており、専門職業人を育成する観点からも問題視されている。

ＲＭの存在意義について、看護実践における看護師の学びの欲求や仕事に対するやる気を高め、そ

のことが職業継続のきっかけとなる６）という報告がある。また、ＲＭがいる看護師は仕事への満足度

が高く、こういった満足感や充実感が職業継続意欲を高める要因の一つであると言われている７)。こ

うした先行研究は看護師を対象としたものが多く、助産師を対象にＲＭと職業継続意欲の関係を調査

したものはほとんど見られない。また、ＲＭの存在と職業継続意欲の関係は示唆されているが、ＲＭ

の存在タイプつまりＲＭが職場または他の場所に実在していることやＲＭの理想像があることと職業

継続意欲の関係については言及されていない。そこで本研究では勤務助産師を対象にＲＭの存在やタ

イプ別に職業継続意欲の関係性を明らかにすることを目的とした。

本研究の調査枠組み（図１）

研究課題に関するkey

wordsを中心に文献レビュ

ーを行い、Deci,ⅡＬβ)の

「自己決定された行動につ

いての有機的理論｣の基本構

造を参考にして､ＲＭと職業

継続意欲のプロセス要因(以

下、プロセス要因）を挙げ、

調査枠組みを作成した。

Ｄｅｃｉの基本構造は目標選

門祷…'一腱|,行動見鴬決定’'一陸|鷲鰄|-惨’目標選定

(行動上の意思決定）

目標指向的

行動

動機達成

満足
刺激

Deci,ＥＬ「自己決定された行動についての有機的理論｣の基本構造の概略

ロールモデルの存在’ 職業継続意欲

、グ 、 グ グ 、 Ｐ Uｈ

仕事から得られる目標の 仕事への 適性の

具体化 充実感取り組み 自己承認
’ し且 且 ‘’ Ｌ 乱

＜ロールモデルと職業継続意欲のプロセス要因＞

図1本研究の調査枠組み

－７０－



定に至るまでの過程（自己決定）と目標達成に向けた行動、動機が充足することに伴う満足を示して

いる。本研究では、ＲＭを認識することによって生じる自己の成長発達への欲求に動機づけられた助

産師の心理的。行動的変化の過程はDeciの基本構造に当てはまると考え、「刺激」に該当するものと

してＲＭの存在を設定した。また「目標選定」をく目標の具体化＞、「目標指向的行動」をく仕事へ

の取り組み＞、「動機達成。満足」をく仕事から得られる充実感＞として設定し、さらに離職願望の背

景を調査した猪下9)の報告からく適性の自己承認＞を加え､これら４つをＲＭと職業継続意欲のプロ

セス要因とした。

用語の定義

ロールモデル：助産師として共感し目標とする存在であり、自己の職業的成長発達を促し導いてくれ

ると考える人

目標の具体化：助産師として、自分の目標を達成するために取り組むべき課題が明確になること

仕事への取り組み：助産業務を目標指向的あるいは課題達成的に前向きに実践する意識や行動

仕事から得られる充実感：自分の実践した助産ケアや対象との関わりおよび他者からの評価を通して

感じる主観的満足感、喜び、やりがい

適性の自己承認：自分は助産師の仕事に向いている、適していると自身で認め受け入れること

職業継続意欲：助産師の職業を続けていこうと,思う気持ち

方法

1．調査方法

北信越地域、関東。東海地域の施設で、研究目的に承諾を得た３２病院に勤務する助産師３６９名を

対象とし、２００５年７月～９月に調査を実施した。無記名自己記入式の調査用紙と同意書を病棟師長か

ら各助産師に１部ずつ配布し、個別回答後封印することを依頼した。８病院には回収箱を設置し、調

査者が回収した。２４病院については遠方のため個別封印後に郵送にて回収した。

2．調査内容

１）ＲＭについてAmericanPsychologicalAssociationlo)では「実在あるいは架空の人物であり、他

者がその人物のひとつあるいは複数の役割を理想として見習いたいと知覚する人物」と定義している。

また近くで直接関わることのできるＲＭは､離れた距離にいるＲＭより様々な働きを持つとも言われ

ている11)。これらを参考にＲＭの存在を次の４タイプ：（１）職場にＲＭとなる人がいる、（２）職場

でない他の場所にＲＭとなる人がいる、（３）ＲＭとなる人はいないが自分なりの理想像がある、（４）

ＲＭとなる人はいないし自分なりの理想像も描いていない、に区分した。以下の本文ではＲＭが「職

場にいる」群、「他の場所にいる」群、「理想像がある」群、「RＭなし」群と表現した。回答は、個々

の助産師が主観的に認識するＲＭについて択一方式を採用した。

２）職業継続意欲は、Ｏ～100点のVisualAnalogScaleを用い、意欲の程度を測定した。

３）ＲＭと職業継続意欲のプロセス要因として、目標の具体化(６項目)､仕事への取り組み(11項目)、

仕事から得られる充実感（４項目)、適性の自己承認（５項目）を独自に作成した。なお、質問項目は

内容的妥当性確保のためプレテストを実施し、吟味した後設定した。各項目には１点「全くそう思わ

ない｣、２点「どちらかと言えばそう,思わない｣、３点「どちらかと言えばそう,思う」、４点「とてもそ

う思う」の４段階リッカート尺度を用いた。

４）基本属性として年齢、助産師臨床経験年数（以下、経験年数)、就業地域、今後の就業希望場所を

調査した。
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3．分析方法

統計解析にはSPSSVer1L5Jを用いた。各変数の記述統計を算出し、変数間の関係性については

ＲＭの存在の４群について一元配置分散分析（多重比較検定）を行った。

4．倫理的配慮

調査用紙と同意書は別々に回収し施設や個人が特定されないように配慮した。また、対象者には研

究の主旨、プライバシーの保護、協力可否の自由と協力不可の場合に不利益を被らないこと、結果は

研究目的以外には使用しないことを文書にて説明し、調査結果の公開についても付記した。なお、本

研究は金沢大学医学系研究科等医の倫理委員会にて承認を得たものである（承認番号：保２６)。

結果と考察

1．対鬘象の属I性（表1）

調査用紙は３６９名に配布し、278名（回収率７５３％）表1．対象の属性、＝250

から回収した。すべての項目に回答があった２５０名（有人数(％）

効回答率９００％）を分析対薑象とした。対薑象属性の内訳は経験年数新人８６(344）
中堅７１(284）

表１に示すように年齢は336±９５(平均±lSD)歳で、
ベテラン９３(37.2）

経験年数は９８±８６年であった。年齢２０代109(436）
３０代７３(292）吉田ら１２）は就業後３年で概ね協働の場の一員として

４０代以上６８(272）

チーム内で協力して役割を果たすことができ、職場やチ地域北信越169(676）

－ムでの問題解決に対して自分の考えを発言できると示 関東｡東海８１(324）

唆していることから、看護師としての自立には３年を有すると考え新人を３年目までと定義した。ま

た菊池ら18)は看護職としての専門性が充分に発揮されるには、少なくとも１０年の経験年数が必要で

あることを示唆しており、病棟全体の調整役として管理的。教育的役割を担う立場にあると考えられ

るベテランを１１年目以上として定義し、中堅は便宜的に４－１０年目と定義した。以上より経験年数

は１－３年目を新人、４－１０年目を中堅、１１年目以上をベテランに分類した。

2．臨床助産師の成長発達を支えるロールモデルの存在（表2）

ＲＭの存在タイプをみると、全体ではＲＭの「理想像がある」群が３７２％で最も多く、次いで「他

の場所にいる」群（304％)、「職場にいる」群（27.2％)、「RＭなし」群（5.2％）の||頂であった。

ＲＭが職場や他の場所にいる、ＲＭの理想像があると回答した助産師、つまりＲＭが存在する助

産師は全体の９割以上を占めており､勤務助産師のほとんどが何らかの形でＲＭを認識していた。

助産師は正常な妊産婦ケアや分娩管理では助産師独自で判断し委ねられることも多く、専門性が

特化される職業人として妊産婦や家族から期待されている。そのため助産師としての専門的知

識･技術をはじめとする実践能力を習得し､経験年数に関わらず常に向上させていく必要がある。

今回の調査で多くの助産師が自身の成長発達に向けた目標となるＲＭの存在を認識していたこと

は、そのような勤務助産師の平常における自己研鎖の－面を反映していると推察される。

ＲＭの存在タイプを経験年数別にみると、新人ではＲＭが「職場にいる」群（37.2％）が最も多く、

次いで「他の場所にいる」群（27.9％)、「理想像がある」群（267％)、「RＭなし」群（８１％）の

順であった。新人は経験的に未熟で助産師としての知識。技術など基本的な助産業務の習得が求

められている段階にあり、今回の結果は新人が傍で直接指導してくれる助産師や日々の業務を遂

行する上で模範となる助産師をＲＭとして認識しやすいことを反映していると考える。

中堅では「他の場所にいる」群（366％）が最も多く、次いで「理想像がある」群（3ａ8％)、「職
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場にいる」群（282％)、「RＭなし」群（14％）の||頂であった。中堅は指導者や責任者としての権

限の委譲に伴い責任感が高まる時期であり’4)､また期待される役割に応じるために自己啓発を行

いながら助産師としての専門的視野を広げていく時期でもある。このような成長過程において、

中堅助産師は職場のみならず他の様々なフィールドで働く助産師との交流や刺激を受ける機会が

増え、職場外にＲＭを認識するようになると考えられる。

ベテランでは「理想像がある」群（495％）が最も多く、次いで「他の場所にいる」群（280％)、

「職場にいる」群（172％)、「RＭなし」群（５４％）の順であった。これは病棟全体を掌握しなが

ら仕事をしていく立場となるベテランが他者からの期待や自己効力感によって自己のあるべき姿

を考えるようになる’5）ことを反映した結果と言える。一般に、人間は現在の成長欲求や興味。

関心に適した特性を他者から選び出し、それを統合して独自のＲＭを造り出す16）と言われてい

るように、ベテランはこれまでに積み重ねた専門性をさらに高めてくれる存在を理想像として構

築していくと考えられる。

以上より、主観的に認識されるＲＭの存在タイプは経験年数によって異なることが明らかにな

った。これは、助産師として経験を積んでいく上で変化する役割や必要性に応じて多様な存在様

式の助産師を意識し影響を受けながら、自分の理想とする助産師像を見出していくことを示して

いる。経験年数によらずほとんどの助産師がＲＭを認識していることからも、ＲＭは助産師の成

長過程と共に変化しながら存在すると考えられる。

表２ロールモデルの存在タイプと臨床経験年数の特徴、=250

ＲＭの存在タイプ

人数(%）職場にいる他の場所にいる理想像がある ＲＭなし

１３(５２）
全体

250(100）６８(27.2） ７６(304） ９３(372）

新人

中堅

ベテラン

経験年数 ２４(27.9）

２６(36.6）

２６(28.0）

８６(100）

7１（100）

９３(100）

３２(37.2）

２０(282）

１６(１７２）

２３(26.7）

24(338）

46(49.5）

7(8.1）

1（1.4）

5(5.4）

3．ロールモデルの存在と職業継続意欲の関係（表３，４）

表３に示すように、各プロセス要因について、ＲＭが「職場にいる」群、「他の場所にいる」群、「理

想像がある」群、および「RＭなし」群を比較した結果、４要因いずれにおいても、ＲＭが「職場に

いる」群、「他の場所にいる」群、「理想像がある」群は「RＭなし」群に比べて有意に得点が高かっ

た（p＜０．０５)。しかし、「職場にいる｣、「他の場所にいる｣、「理想像がある｣の３群間に有意な差はみ

られなかった。これらのことからＲＭが存在することがすべてのプロセス要因の高さに関係して

いることが明らかとなった｡Bandural7)は社会的学習理論の中で､他人を見ることによって､人々

は新しい行動をどのように遂行すればよいのかというアイディアを作り、それを道標とすること

により学習が成立すると述べている。このことからＲＭの実践を見たり、助産観に触れることで

自分の不足部分や未熟性を自覚し取り組むべき課題を見つけることが目標指向的あるいは課題達

成的な助産業務の実践につながっていると推察される。看護師の雛。転職の理由として自己の適

性や能力への不安９)、仕事の充実感の欠如18）が挙げられている。助産師の業務は不規則な勤務

体制の中に母子の生命を預かるという強い緊張を要する業務であり、仕事に対する喜びや満足を

感じられなければ到底継続することが困難な業務’9）であると言われている。そのため自分の実

践した助産ケアや対象との関わり、あるいは他の助産師からの評価を通して得られる主観的満足

感、喜び、やりがい等は職業継続していく上で重要であると思われる。本研究の結果からもＲＭ

が存在する助産師は、ＲＭが存在しない助産師に比べ仕事から得られる充実感が高く適性を感じ

ていることが明らかになり、ＲＭの存在は助産師が職業継続していくために重要な要因である充
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表３．プロセス要因の実態 ､=250

プロセス要因 RMの存在ﾀｲﾌﾟ人数(%）範囲最小値一最大値中央|直歪度尖度平均|直±S、
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一元配置分散分析＊p＜００５

実感。適性の自己承認に関係していることが示唆された。

また、ＲＭの存在タイプ別に職業継続意欲の得点を比較した。表４に示すように、職業継続意

欲の得点はＲＭが「職場にいる」群は78.4±24.3,「他の場所にいる」群は７８３±24ユ、「理想

像がある」群は７６３±23ユ、「RＭなし」群は56.5±32.3であり、「職場にいる」群、「他の場

所にいる」群、「理想像がある」群は「RＭなし」群に比べて有意に得点が高かった（p＜０．０５)。

しかし、「職場にいる｣、「他の場所にいる｣、「理想像がある｣の３群間に有意な差はみられなかっ

た。また､経験年数の違いによって職業継続意欲に有意な差はみられなかった。このことからＲＭ

の存在が助産師の職業継続意欲に関係していると考えられる。

以上より臨床で働く助産師の職業継続意欲を支える一策として、個々の助産師がＲＭを認識で

きるように支援することの重要性が示唆された｡また本研究によって､先行研究で示唆されたＲＭ

の存在と職業継続意欲、プロセス要因の関係性が裏付けられ、助産師においても同様であること

が新たに確認できた。

表4．職業継続意欲の実態
、＝２５０

人数(%）範囲

250(100）0-100

最小値一最大I直中央値歪度 尖度平均値±S、

２．０３７６．５±24.6全体 0－１００ 82.0－１．５１

ＲＭｏｉ他繍Ai愚嚇１１：=|:：
存在ﾀｲﾌﾟ１理想像がある９３(372）0-1000-100

87.0-1.72２．９０７８．４±24.3

］
85,0－１．７５２９４７８．３±２４．１

81.0－１２３１．４４７６．３±２３１

RＭなし '3（５２） 0－８９ 6７．０－１．０９－０．３１５６．５±３２．３

新人 86(344） 0－１００ 8１．５－１．４７２，２０７６．０±23.9

経験年数

鵬３１１
中堅 0－１００ 810-1.37１．４３７５．４±24.6、.s、

ベテラン 0－１００ 86.0－１．６９２，６９７７，７±２５．４

一元配置分散分析 nｓ:non-slgnificant＊ｐ＜0.05

結論

勤務助産師を対-象にＲＭの存在やタイプ別に職業継続意欲の関係性について検討した結果、以

下の結論を得た。

－７４－



１）ロールモデルが職場または他の場所に実在している助産師やロールモデルの理想像がある助

産師は、ロールモデルがいない助産師と比較してプロセス要因（目標の具体化、仕事への取り

組み、仕事から得られる充実感、適性の自己承認）の各得点が有意に高かった。

２）ロールモデルが職場または他の場所に実在している助産師やロールモデルの理想像がある助

産師は、ロールモデルがいない助産師と比較して職業継続意欲が有意に高かった。

３）ロールモデルが職場にいる助産師、他の場所にいる助産師、理想像がある助産師の間には、

職業継続意欲に有意な差がみられなかった。
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